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函館市教育委員会生涯学習部  
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（公印省略） 

 

 地学協働学習フォーラム『世界遺産・函館市「垣ノ島遺跡」・千歳市「キウス

周堤墓群」の縄文に学ぶ』について（依頼） 

 

このことについて，以下のとおり実施するので，取材および報道方よろしく

お願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 実施日時 

令和５年５月２０日（土）１３：３０～１５：００ 

 

２ 実施場所 

  函館市臼尻町４１６ 垣ノ島遺跡管理棟 

（Ｚｏｏｍ ｍｅｅｔｉｎｇにより参加） 

 

３ 主催 

  練成会グループ，函館市教育委員会，千歳市教育委員会 

 

４ 実施内容 

  別添「実施要項」をご参照ください。 

 

（連絡先）     

生涯学習部文化財課 

担当：吉田・小塚   

（電話 0138-21-3563） 



地学協働学習フォーラム 

『世界遺産・函館市「垣ノ島遺跡」・千歳市「キウス周堤墓群」の縄文に学ぶ』実施要項 

１． 実施目的 

①2021 世界遺産登録こそ「北海道の資源価値」の再認識、ポストコロナをみすえ全国・ 

全世界へ発信していく機会としていく。 

②各自治体（教育委員会）で観光資源化の取組みと地域創生の試みを実現していく。 

・三内丸山遺跡は年間 20 万から 30 万の見学訪問者、吉野ケ里遺跡は年間 80 万人 

ほどで約 8 億円もの経済効果があると試算されています。 

③歴史的・考古学的価値の再検討・再発見の機会として活用していく。 

・「世界遺産登録」という事実だけでも歴史的・考古学的価値＋学術的価値は十分 

かと思われるが、イベントを機にその価値の再検討を通じた上乗せが可能です。 

④教育的価値の確認と教育現場での資料採用機会としていく 

・教材及び教育内容への反映（社会科副教材としての可能性を検討したい） 

・探究学習に組み込み、ビデオ学習か現地視察学習として今後も取り組んでいく 

・「世界遺産登録」というホットなタイミングを活かし、且つ北海道の魅力を教育の 

場面で再認識させ、同時に全国（世界）に発信させるためにも取り組みたい！ 

 

２． 実施概要 

 (1)実施事項 

  ①日時：5 月 20 日（土）午後 1:30～3:00  

 

  ②場所：函館市臼尻町 416 垣ノ島遺跡 管理棟  

      千歳市東雲町 2 丁目 34 番地   千歳市教育委員会庁舎内 

      （他、千歳市埋蔵文化財センター施設内遺跡も含む） 

 

  ③主催：練成会グループ＋千歳市教育委員会＋函館市教育委員会（三者共同開催） 

（後援：渡島教育局・石狩教育局・NPO 法人ほっかいどう学推進フォーラム） 

 

  ④参加者（敬称略） 

函館市教育委員会推薦の南茅部高校生 

千歳市教育委員会推薦の千歳市富丘中学生 

各教育委員会：函館市生涯学習部文化財課課長 木村元子 

千歳市埋蔵文化財センター長  久保田健司 

千歳市埋蔵文化財センター係長 直江康雄 

練成会グループ            塾長 今村明広 

練成会グループ企画開発部       部長 阿部不二雄 

函館市教育委員会           教育長 藤井壽夫（予定） 

千歳市教育委員会           教育部長 磯部進一 

 



  ⑤全道中継ズームにて発信（二次元中継） 

   ・申込受付（千歳市 HP にてズーム参加の受付） 

    →練成会が Zoom ミーティングを作成（ホスト） 

    →千歳市が自治体支援システム（ハープ）で応募フォームを作成 

    →QR コードを共有し、各市町の HP、チラシ等の周知資料に掲載 

    →申込集約は電子システム内で自動的に行われる。 

    →ID、パスワードを電子システムの自動返信メールで通知（申込即時） 

 

  ⑥全道告知及び周知徹底の募集ツール 

   ・各管内告知は渡島・石狩教育局からの通知（ＨＰ） 

   ・各市内告知は函館市教育委員会・千歳市教育委員会からの通知 

   ・募集ツール（チラシ）は練成会作成（配布 or 告知は練成会担当） 

 

  ⑦後援：北海道教育庁渡島教育局・石狩教育局 

NPO 法人ほっかいどう学推進フォーラム 

 

 (2)実施内容（案） Zoom ホスト・司会：練成会グループ 

  ①実施シナリオの概要 

   1）開会宣言（司会挨拶）                       5 分 

    本日の流れ、参加者（発表者）紹介、諸注意 

   2）主催者代表挨拶（函館市教育委員会教育長）             5 分 

    実施の経緯、本日のイベントの意義など 

   3）千歳市キウス周堤墓群の紹介とその意義               25 分 

     千歳市教委推薦の富丘中学生＋センター長 

4）函館市垣ノ島遺跡の紹介とその意義                 25 分 

     函館市教委推薦の南茅部高校生 

   5）各遺跡紹介の中高生たちの「意見交換」              各 5 分 

     ※事前に質問事項は共有し、その答えも用意されている 

   6）各遺跡紹介の子供たちの発表を聞いて（感想・評価）       各 3 分 

    ・函館市教育委員会生涯学習部文化財課長 

・千歳市教育委員会埋蔵文化財センター長 

   7）主催者を代表して総括（千歳市教育委員会教育部長）        ５分 

   8）主催者閉会の挨拶（練成会グループ塾長）             3 分 

   9）閉会の言葉 
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